
第４４回世界遺産委員会拡大会合

１．日程・形式

２．我が国が関係する主要議題

 ７月１６日（金）～７月３１日（土）（※７月２０日（火）は休会）

 議長：中国（日本はオブザーバー（限られた場合のみ発言可能））

 オンライン形式

 世界遺産委員国（２１か国）やその他の世界遺産条約締約国（１７３か国）、諮問機関（IUCN、

ICOMOS、ICCROM）にそれぞれ一定の回線数が割り当て。

 一般視聴用にライブ配信が実施。

（１）新規推薦資産の審議

 自然遺産「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」登録審議（７月２６日）

 全会一致（議論なし）で「登録」決議

 ２０２２年１２月１日までに、勧告内容の実施状況に関する報告書を提出。

 文化遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」登録審議（７月２７日）

 全会一致（議論なし）で 「登録」決議

（２）既登録遺産の保全状況（７月２２日及び２３日に議論なしで決議。いずれも２０２２年１２月１日まで

に、保全状況等に関する報告書提出を決定。）

 「琉球王国のグスク及び関連遺産群」（２０００年登録）

 「明治日本の産業革命遺産」（２０１５年登録）

 「ル・コルビュジェの建築作品」（２０１６年登録）

 「知床」（２００５年登録）
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